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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレームをデータのビット数よりも多いサブフレームに分割し、前記データのＭＳＢ
ビットは少なくとも２つのビットに分割されて階調を表現する第１段階と、
　走査線の数に前記サブフレームの数を掛けた値で前記１フレームの期間を分割する第２
段階と、
　階調が線形的に表現されるように、前記データのビットの加重値に応じてサブフレーム
の順番を決定し、前のサブフレームの開始位置に前のサブフレームの発光時間を加算する
ことによって次のサブフレームの開始位置を設定する第３段階と、
　前記開始位置を前記サブフレームの数で割ってそれぞれのサブフレームの余りを求める
第４段階と、
　行番号＝ＩＮＴ｛（１フレームの時間－各ビットの開始位置）／サブフレームの数＋１
｝
の関係式によって、それぞれのサブフレームで走査信号が供給される走査線の行番号を求
める第５段階と、
　前記第５段階において求められた行番号を前記サブフレームの余りの大きさに基づいて
配置し、この配置された順にしたがって前記行番号の走査線に前記走査信号を供給する第
６段階と
を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２】
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　前記第１段階において、
　前記サブフレームには、ブラックを表現するサブフレームであるブランクサブフレーム
が含まれていることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記ブランクサブフレームの発光時間は、
　ブランクサブフレームの発光時間＝１フレームの時間－ＬＳＢの発光時間×（２ｎ－１
）（ｎは、データのビット数）
の関係式による計算結果に、前記データのＬＳＢビットの発光時間を加算または減算した
範囲内で調節されることを特徴とする請求項２に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法
。
【請求項４】
　前記１フレームの時間中、前記データのＬＳＢビットの発光時間は、前記走査線の数に
前記サブフレームの数を掛けた値で前記１フレームの期間を分割した単位発光時間の奇数
個分に設定されていることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の有
機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項５】
　前記１フレームの期間の間、前記データのビット別の発光順を非順次に設定することを
特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方
法。
【請求項６】
　前記開始位置は、前記サブフレームのそれぞれの余りが互いに同一にならないように設
定されていることを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の有機電界発
光表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記行番号が前記走査線の数と同じ値に設定されたときには「０」にリセットすること
を特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項８】
　前記行番号の走査線に前記走査信号が供給されるとき、前記余りの大きさに応じて配置
された前記サブフレームに対応した加重値を有するデータ信号が供給されることを特徴と
する請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記行番号に走査信号が供給された後には、前記行番号を１つずつ増加させて前記走査
信号が供給される走査線を設定することを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか１
項に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
　前記１フレームの期間の間、前記それぞれの走査線には、前記サブフレームの数に該当
する走査信号が供給されることを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか１項に記載
の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置の駆動方法に関し、特に、デジタル方式で駆動される
有機電界発光表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重量と容積を減ら
すことのできる各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置
（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　
Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌ
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ａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合によって光を発
生する有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄ
ｅ：ＯＬＥＤ）を用いて画像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、迅速な応
答速度を有すると共に低消費電力で駆動されるという長所がある。
【０００４】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。
【０００５】
　図１を参照すると、従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードＯＬ
ＥＤと、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎに接続され、有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御す
るための画素回路２とを備えている。
【０００６】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極
は、第２電源ＥＬＶＳＳに接続されている。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、
画素回路２から供給される電流に対応して所定の輝度の光を生成する。
【０００７】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、データ線Ｄｍに供給されるデー
タ信号に対応して有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。このため
に、画素回路２は、第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードＯＬＥＤとの間に接続され
た第２トランジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に
接続された第１トランジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との
間に接続されたストレージキャパシタＣｓｔとを備えている。
【０００８】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄ
ｍに接続されている。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタ
Ｃｓｔの片側端子に接続されている。ここで、第１電極は、ソース電極及びドレイン電極
のいずれか一つに設定され、第２電極は第１電極とは異なる電極に設定される。例えば、
第１電極がソース電極に設定された場合には、第２電極はドレイン電極に設定される。走
査線Ｓｎ及びデータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信
号が供給されるときターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレー
ジキャパシタＣｓｔに供給する。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔはデータ信号に
対応した電圧を充電する。
【０００９】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの片側端子に接続
され、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他方の端子と第１電源ＥＬＶＤＤに接続
されている。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードＯＬＥＤ
のアノード電極に接続されている。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャ
パシタＣｓｔに記憶された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオード
ＯＬＥＤに流れる電流量を制御する。このとき、有機発光ダイオードＯＬＥＤは、第２ト
ランジスタＭ２から供給される電流量に対応した光を生成する。
【００１０】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置の画素は、ストレージキャパシタＣｓ
ｔに記憶された電圧を用いて階調を表示することから、所望の階調を正確に表現するのに
困難があった（アナログ駆動）。実際、ストレージキャパシタＣｓｔに記憶することので
きる一定電圧を用いて多数の階調を表現しなければならないため、隣接した階調間の明度
差を正確に表現することが困難であった。
【００１１】
　そして、従来の有機電界発光表示装置に含まれる第２トランジスタＭ２は、工程のばら
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つきによって画素４毎に閾値電圧及び電子移動度などが異なるように設定される。このよ
うに、画素４毎に第２トランジスタＭ２の閾値電圧及び電子移動度にばらつきが生じると
、同じ階調電圧に対して互いに異なる階調の光が生成され、これによって均一な輝度の映
像を表示することができないという問題点があった。
【００１２】
【特許文献１】日本特開２００５－２９２２８６号公報
【特許文献２】日本特開２００４－１３１１５号公報
【特許文献３】韓国特許公開１０－２００３－００８０１４８号公報
【特許文献４】韓国特許公開１０－２００５－００１３９７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　したがって、本発明の目的は、デジタル方式で駆動される有機電界発光表示装置の駆動
方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するために、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は
、１フレームをデータのビット数よりも多いサブフレームに分割する第１段階と、走査線
の数に前記サブフレームの数を掛けた値で前記１フレームの期間を分割する第２段階と、
階調が線形的に表現されるように、前記データのビットの加重値を考慮して前記サブフレ
ームの開始位置を設定する第３段階と、前記開始位置を前記サブフレームの数で割ってそ
れぞれのサブフレームの余りを求める第４段階と、前記１フレームの時間、前記開始位置
及び前記サブフレームの数を用いて、走査信号が供給される走査線の行番号を求める第５
段階とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　上述のように、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の駆動方法によれば、１フ
レームの間、それぞれの走査線にサブフレームの数だけ走査信号を供給し、これによって
画素の発光時間を最大限確保することができるという長所がある。また、本発明では、１
フレームの期間内にブラックを表現するサブフレームを挿入したので、表示品質を向上さ
せることができる。同時に、本発明では、データのＭＳＢビットを２つのサブフレームに
分けて駆動するようにしたので、発光時間の差を最小化し、これによって擬似輪郭ノイズ
を低減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる好ましい実施例を、添付した図２乃至図９を参照して詳述する。
【００１７】
　図２は、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置を示す平面図である。
【００１８】
　図２を参照すると、本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１乃至Ｓ
ｎ及びデータ線Ｄ１乃至Ｄｍと、複数の画素４０を含む画素部３０と、走査線Ｓ１乃至Ｓ
ｎを駆動するための走査駆動部１０と、データ線Ｄ１乃至Ｄｍを駆動するためのデータ駆
動部２０と、走査駆動部１０及びデータ駆動部２０を制御するためのタイミング制御部５
０とを備えている。
【００１９】
　タイミング制御部５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信号
ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部５０で生成されたデー
タ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳは走査
駆動部１０に供給される。そして、タイミング制御部５０は、外部から供給されたデータ
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Ｄａｔａをデータ駆動部２０に供給する。
【００２０】
　データ駆動部２０は、１フレームに含まれた複数のサブフレームの期間毎にデータ線Ｄ
１乃至Ｄｍにデータ信号を供給する。ここで、データ信号は、画素４０が発光することの
できる第１データ信号と、画素４０が発光しない第２データ信号とに分けられる。すなわ
ち、データ駆動部２０は、それぞれのサブフレームの期間において走査信号が供給される
度に画素４０の発光を制御する第１データ信号及び／または第２データ信号をデータ線Ｄ
１乃至Ｄｍに供給する。
【００２１】
　走査駆動部１０は、それぞれのサブフレームの期間毎に走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号
を供給する。走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号が供給されると、画素４０がライン毎に選択
される。このとき、走査信号によって選択された画素４０は、データ線Ｄ１乃至Ｄｍから
第１データ信号または第２データ信号が供給される。
【００２２】
　画素部３０は、外部から第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給され、それ
ぞれの画素４０に供給される。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳが供給された
画素４０のそれぞれは、走査信号が供給されたときにデータ信号（第１データ信号または
第２データ信号）の供給を受け、供給されたデータ信号に対応してそれぞれのサブフレー
ムの期間の間発光または非発光となる。例えば、走査信号が供給されたとき、第１データ
信号を供給された画素４０は、該当サブフレームの期間の間発光となり、第２データ信号
を供給された画素４０は、該当サブフレームの期間の間非発光となる。
【００２３】
　図３は、本発明の１フレームを概略的に示す図である。
【００２４】
　図３を参照すると、本発明の１フレーム１Ｆは、複数のサブフレームＳＦ１乃至ＳＦ８
に分けられて駆動されている（デジタル駆動）。ここで、それぞれのサブフレームＳＦ１
乃至ＳＦ８は、走査信号を順次供給するための走査期間、走査期間の間に第１データ信号
を供給された画素４０が発光する発光期間及び画素４０が非発光状態に切り換えられるリ
セット期間に分けられて駆動されている。
【００２５】
　走査期間の間、走査線Ｓ１乃至Ｓｎには、走査信号が供給される。そして、データ線Ｄ
１乃至Ｄｍには、第１データ信号または第２データ信号が供給される。すなわち、走査期
間の間、画素４０は第１データ信号または第２データ信号が供給される。
【００２６】
　発光期間の間、画素４０のそれぞれは、走査期間の間に供給された第１データ信号また
は第２データ信号を保持しながら発光または非発光となる。すなわち、走査期間の間に第
１データ信号を供給された画素４０は、該当サブフレームの期間の間発光状態に設定され
、第２データ信号を供給された画素４０は、該当サブフレームの期間の間非発光状態に設
定される。
【００２７】
　ここで、サブフレームＳＦ１乃至ＳＦ８のそれぞれにおける発光期間は、異なるように
設定されている。例えば、２５６階調で画像を表示しようとする場合、図３に示すように
、１フレームで８つのサブフィールド（ＳＦ１乃至ＳＦ８）に分けられる。そして、８つ
のサブフィールド（ＳＦ１乃至ＳＦ８）のそれぞれにおける発光期間は、２ｎ（ｎ＝０、
１、２、３、４、５、６、７）の割合で増加する。すなわち、本発明では、それぞれのサ
ブフレームで画素４０の発光を制御して所定の階調の画像を表示する。つまり、本発明で
は、サブフレームの期間の間に画素が発光する時間の合計を用いて、１フレームの期間に
おける所定の階調を表現する。
【００２８】
　一方、図３に示す１フレームは、本発明の一例であって、本発明はこれに限定されない
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ムの発光期間も設計者によって多様に設定することができる。
【００２９】
　リセット期間の間には、画素４０が非発光状態に切り換えられる。このために、追加的
な配線及び画素４０のそれぞれには、追加的なトランジスタが含まれる。一方、１フレー
ムに含まれるリセット期間は、除去することもできる。
【００３０】
　このように、デジタル駆動は、トランジスタのオンまたはオフ状態を用いて階調を表現
するので、トランジスタのばらつきとは関係なく均一な輝度の映像を表示することができ
るという長所がある。また、時間を分割して階調を表現（デジタル駆動）するので、一定
の電圧範囲を用いて階調を表現（アナログ駆動）する方式に比べてより正確な階調を表現
することができるという長所がある。
【００３１】
　しかし、このようなデジタル駆動では、最上位ビットと下位ビットとの発光時間の差に
よって擬似輪郭ノイズが発生するという問題がある。つまり、１２７の階調を表現する場
合、第１サブフレームＳＦ１乃至第７サブフレームＳＦ７が発光となり、第８サブフレー
ムＳＦ８の期間の間非発光となる。そして、１２８の階調を表現する場合、第１サブフレ
ームＳＦ１乃至第７サブフレームＳＦ７が非発光となり、第８サブフレームＳＦ８の期間
の間発光となる。すなわち、デジタル駆動では、特定の階調を表現するとき、所定の時間
差が発生し、この時間差によって擬似輪郭ノイズが発生するという問題がある。
【００３２】
　詳述すると、図４に示すように、１２７階調を表現する「Ａ」部分を観察し、隣接して
いて１２８階調を表現する「Ｂ」部分を観察するとき、目視では２５５階調として認識さ
れる。また、１２８階調を表現する「Ｃ」部分を観察し、隣接していて１２７階調を表現
する「Ｄ」部分を観察するとき、目視では０階調として認識される。このような擬似輪郭
ノイズは、デジタル駆動時に表示品質を低下させる重要な要因として作用する。
【００３３】
　そして、一般に、サブフレームの走査期間の間、すべての走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信
号が順次供給される。ここで、走査線Ｓ１乃至Ｓｎに走査信号が供給される期間は、発光
に寄与しない期間であるため、画素４０の発光時間が短縮するという問題がある。つまり
、１フレームに８つのサブフレームが含まれる場合、それぞれの走査線Ｓ１乃至Ｓｎに８
回の走査信号が供給され、これによって発光期間が短縮するという問題がある。
【００３４】
　このような短所を克服するために、本発明の第２実施例では、走査期間の間、走査線Ｓ
１乃至Ｓｎに走査信号を順次供給しないことにする。つまり、走査信号が供給される走査
線Ｓ１乃至Ｓｎを所定の方式で設定し、設定された順にしたがって走査信号を供給するこ
とにより、画素４０の発光時間を最大化する。
【００３５】
　図５は、本発明の第２実施例における１フレームを示す図である。図５では、データＤ
ａｔａを４ビットと仮定し、画素部は１０の走査線を有すると仮定する。
【００３６】
　図５を参照すると、１フレームは、データのビット数である４よりも多い５つのサブフ
レームに分けられる。つまり、本発明の第２実施例において、１フレームは、４ビットの
データに対応して発光に寄与する４つのサブフレームＳＦ１乃至ＳＦ４と、非発光状態に
設定される１つのサブフレームＳＦ５とを含み、計５つのサブフレームを備えている。
【００３７】
　ここで、１フレームの時間は、５つのサブフレームに走査線の数を掛けて、５０Ｈの時
間に分割される。
【００３８】
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【表１】

【００３９】
　表１において、Ｄ０、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３は、１つのデータＤａｔａのビット別の位置を
表す。つまり、Ｄ０は、データＤａｔａのＬＳＢビットを意味し、Ｄ３は、データＤａｔ
ａのＭＳＢビットを意味する。この場合、ＬＳＢビットは、最も低い加重値を有する第１
サブフレームＳＦ１期間の間に発光の可否を決定し、ＭＳＢは最も高い加重値を有する第
４サブフレームＳＦ４期間の間に発光の可否を決定する。
【００４０】
　開始位置は、５０Ｈに分けられた時間のうちのサブフレームが始まる位置を意味する。
そして、発光時間は、該当フレームの発光時間を意味する。そして、余りは、開始位置を
サブフレームの数で割った余りを意味する。
【００４１】
　表１及び図５を参照して詳述すると、データＤａｔａの各ビットの階調が線形的に表現
されるために、サブフレームの発光時間は２倍ずつ増加しなければならない。まず、第１
サブフレームＳＦ１は、３Ｈの期間の間発光する。ここで、第１サブフレームＳＦ１の開
始位置を「０」に設定する場合、第２サブフレームＳＦ２は１フレームの期間中に３Ｈの
時間に始まって６Ｈの期間の間発光する。
【００４２】
　また、第３サブフレームＳＦ３は、１フレームの期間中に９Ｈの時間に始まって１２Ｈ
の期間の間発光する。そして、第４サブフレームＳＦ４は２１Ｈの時間に始まって２１Ｈ
の期間の間発光する。そして、ブランク（Ｂｌａｎｋ）フレームである第５サブフレーム
ＳＦ５は、１フレームの期間中に４２Ｈの時間に始まって８Ｈの期間の間発光する。
【００４３】
　ここで、階調が線形的に表現されるためには、第４サブフレームＳＦ４が２４Ｈの期間
の間発光しなければならないが、表１では２１Ｈの期間の間発光するように設定されてい
る。これを詳述すると、第４サブフレームＳＦ４の発光期間を２４Ｈに設定し、第５サブ
フレームＳＦ５の開始位置を４５Ｈに設定すると、線形的な階調を表現することができる
。しかし、第５サブフレームＳＦ５の開始位置が４５Ｈに設定される場合、余り（４５／
５）が０に設定される。この場合、第１サブフレームＳＦ１の余りと第５サブフレームＳ
Ｆ５の余りとが同一になるという現象が発生する。
【００４４】
　しかし、このように、第１サブフレームＳＦ１と第５サブフレームＳＦ５の余りが同一
になると、データが同時に供給される場合が発生する。つまり、本発明の第２実施例にお
いては、図５に示すように、１フレームを５０Ｈの期間に分けて、それぞれの１Ｈの期間
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毎に１つの走査線に走査信号を供給しながら発光するようになる。しかし、１フレームに
含まれたサブフレームの余りが同じである場合、特定の１Ｈの期間に２つの走査線に走査
信号が供給される場合が発生する。
【００４５】
　一方、第５サブフレームＳＦ５の開始位置が４４に設定される場合、余りは第３サブフ
レームＳＦ３と同一に設定される。そして、第５サブフレームＳＦ５の開始位置が４３に
設定される場合、余りは、第２サブフレームＳＦ２と同一に設定される。したがって、本
発明では、第５サブフレームＳＦ５の開始位置を４２に設定し、他のサブフレームＳＦ１
乃至ＳＦ４の余りと同一にならないように設定する。そして、本発明では、ＬＳＢビット
に該当するサブフレームＳＦ１の発光時間を常に奇数に設定する（表１では、３Ｈ）。こ
のように、ＬＳＢビットに該当するサブフレームＳＦ１の発光時間を奇数に設定しなけれ
ば、サブフレームＳＦ１乃至ＳＦ５の余りが重畳しないように設定することができない。
【００４６】
　本発明において、ブランクフレームＳＦ５の発光時間は、式（１）によって決定される
。
【００４７】
（数１）
　ブランクサブフレームの発光時間＝１フレームの時間－ＬＳＢの発光時間×（２ｎ－１
）　・・・・　（１）
【００４８】
　式（１）において、ｎは、データＤａｔａのビット数を意味する。表１及び図５におい
て、１フレームの時間は５０Ｈに設定され、ＬＳＢの発光時間は３Ｈに設定される。そし
て、２ｎ－１は１５に設定される。したがって、この場合ブランクサブフレームの発光時
間は、５Ｈに設定される。しかし、表１において、ブランクサブフレームの発光時間は、
８Ｈに設定されている。つまり、余りが重畳しないようにブランクサブフレームの開始位
置が調節されているため、式（１）で計算された時間と所定の誤差が発生する。この場合
、ブランクサブフレームの発光時間は、式（１）で計算された時間に対して誤差がＬＳＢ
の発光時間以下となるように調節する（すなわち、５Ｈ±３Ｈの範囲内で調節）。
【００４９】
　上述の過程を経て、各サブフレームＳＦ１乃至ＳＦ５の開始位置及び発光時間が確定し
た後、式（２）によって行番号が求められる。ここで、行番号は、走査信号が供給される
走査線を意味する。
【００５０】
（数２）
　行番号＝ＩＮＴ｛（１フレームの時間－各ビットの開始位置）／サブフレームの数＋１
｝　・・・・　（２）
【００５１】
　式（２）において、１フレームの時間は５０に設定され、サブフレームの数は５に設定
される。そして、ＬＳＢビットＤ０の開始位置は「１」に設定される。ここで、フレーム
の時間が５０に設定されるため（すなわち、４９ではないため）、ＬＳＢビットＤ０の開
始位置も０ではなく、１に設定される。そして、式（２）において、ＬＳＢビットＤ０の
行番号は１０と求められる。ここで、走査線は、第０走査線Ｓ０から第９走査線Ｓ９に設
定されているので、１０の行番号は０にリセットされる。すなわち、式（２）において行
番号を求めるときには、走査線の数と同じ行番号は０にリセットされる。
【００５２】
　同様に、式（２）により、Ｄ１ビットの行番号は１０と求められ、これによって０にリ
セットされる。そして、式（２）により、Ｄ２ビットの行番号は９と求められ、Ｄ３ビッ
トの行番号は６と求められる。また、式（２）においてブランクフレームＳＦ５の行番号
は２と求められる。
【００５３】
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　このように、式（２）において求められた行番号を余りの大きさの順に配置し、図６の
ように０→６→２→０→９の順に配置する（余りの大きさは、第１サブフレームＳＦ１、
第４サブフレームＳＦ４、第５サブフレームＳＦ５、第２サブフレームＳＦ２、第３サブ
フレームＳＦ３の順に大きくなるように設定されている）。ここで、データ信号の加重値
は、行番号と同様に余りの順に配置される。
【００５４】
　詳述すると、まず行番号によって第０走査線Ｓ０、第６走査線Ｓ６、第２走査線Ｓ２、
第０走査線Ｓ０及び第９走査線Ｓ９の順に走査信号が供給される。そして、表１の余りの
順に加重値が増加するようにデータ信号が供給される。つまり、第０走査線Ｓ０に走査信
号が供給されるとき、Ｄ０ビットの加重値を有するデータ信号が供給される。よって、第
０走査線Ｓ０に走査信号が供給されたとき、データ信号が供給された画素は、３Ｈの期間
の間発光する。
【００５５】
　そして、第６走査線Ｓ６に走査信号が供給されたとき、Ｄ３ビットの加重値を有するデ
ータ信号が供給され、画素は２１Ｈの期間の間発光する。同様に、第２走査線Ｓ２、第０
走査線Ｓ０及び第９走査線Ｓ９に走査信号が供給されたとき、ブランク、Ｄ１ビット、Ｄ
２ビットの加重値を有するデータ信号が供給される。
【００５６】
　一方、行番号の走査線に走査信号が供給された後、行番号の数は１つずつ増加する。す
ると、行番号は、１→７→３→１→１０の順に配置される。ここで、１０は、０にリセッ
トされるため、実際の行番号は、１→７→３→１→０の順に決定され、決定された行番号
によって走査線に走査信号が供給される。実質的に、本発明の第２実施例では、このよう
な過程を図５のように走査線の数（すなわち、１０回）だけ繰り返しながら所定階調の映
像を表示するようになる。
【００５７】
　上述した本発明の第２実施例では、１フレームの間、それぞれの走査線にサブフレーム
の数に該当する走査信号のみが供給され、これにより、走査期間を最大限短縮することが
できる。つまり、本発明の第２実施例では、走査期間を短縮することにより、発光期間を
最大限確保することができるという長所がある。また、本発明では、１フレームの期間の
間にブランク期間が含まれる。ここで、ブランク期間はブラックを表現し、これにより、
表示品質を向上させることができる。実際に、１フレームの期間の間にブラックを表現す
るサブフレームが含まれると、表示品質が向上する。
【００５８】
　一方、図５及び表１は、データＤａｔａが４ビットの場合を仮定した。しかし、一般に
、有機電界発光表示装置で用いられるデータＤａｔａは８ビットに設定されている。よっ
て、図７を用いてデータＤａｔａが８ビットの場合を説明する。
【００５９】
　図７は、本発明の第２実施例に係る駆動方法で駆動する場合において、データが８ビッ
トの場合を示す図である。図７において画素部は、３２０の走査線を有すると仮定する。
この場合、１フレーム１Ｆの時間は、３２００Ｈの時間に分割される。
【００６０】
　表２は、データが８ビットの場合におけるそれぞれのビットの開始位置を表している。
【００６１】
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【表２】

【００６２】
　　図７及び表２を参照すると、データが８ビットの場合、１フレームは１０のサブフレ
ームに分けられる。詳述すると、８ビットのうちＭＳＢビットを除く残りのビットは、そ
れぞれ１つのサブフレームの期間に分けられ、ＭＳＢビットは２つのサブフレームに分け
られる。すなわち、ＭＳＢビットは、第７サブフレームＳＦ７及び第８サブフレームＳＦ
８に分けられる。このようにＭＳＢビットを２つのサブフレームに分けて駆動すると、階
調を表現するとき、発光時間の差が縮まって擬似輪郭ノイズが低減する。そして、１フレ
ームには、ブランクフレームＢが含まれる。このようなブランクフレームＢは、ブラック
を表現する期間である。
【００６３】
　表２において、Ｄ０乃至Ｄ７－２は、データＤａｔａのビット別の位置（または加重値
）を表す。つまり、Ｄ０は、データＤａｔａのＬＳＢビットを意味する。そして、Ｄ７－
１及びＤ７－２は、分割されたＭＳＢビットを意味する。ここで、データＤａｔａのそれ
ぞれのビットは順番通りに配置しない。例えば、Ｄ０のビットよりもＤ１のビットが先に
存在する。このような順は、ＭＳＢのビットが分割できるように、設計者によって多様に
設定することができる。
【００６４】
　一方、各ビット毎の発光時間は、階調が線形的に表現できるように、以前のビットに比
べて２倍ずつ増加するように設定される。Ｄ０ビットは、１１Ｈの期間の間発光し、Ｄ１
ビットは、２２Ｈの期間の間発光する。そして、Ｄ２ビットは４４Ｈ、Ｄ３ビットは８８
Ｈ、Ｄ４ビットは１７６Ｈ、Ｄ５ビットは３５２Ｈ、Ｄ６ビットは７０４Ｈ、Ｄ７－１ビ
ットは７０３Ｈ、Ｄ７－２ビットは７０５Ｈの期間の間発光する。ここで、Ｄ７－１ビッ
ト及びＤ７－２ビットの発光時間の合計は１４０８Ｈであって、Ｄ６ビットの２倍に設定
されている。また、ブランク期間は、式（１）によって３９５Ｈに決定される。ここで、
ブランク期間は、ＬＳＢビットの発光時間（１１Ｈ）だけ調節することができる。
【００６５】
　一方、図７及び表２において、１フレームの時間は３２００に設定され、サブフレーム
の数は１０に設定される。そして、Ｄ１ビットの開始位置は「１」に設定される。すなわ
ち、フレーム時間が３２００に設定されているため、Ｄ１ビットの開始位置も０ではなく
、１に設定される。
【００６６】
　式（２）において、それぞれのビットの行番号は、０、３１８、３１７、３１３、３０
４、２８６、２４７、１７７、１０６、３６と求められる。このように求められた行番号
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を余りの大きさの順に配置すると、図８のように０→２８６→３１８→３１７→１０６→
３０４→２４７→３１３→３６→１７７の順に設定される。ここで、データ信号の加重値
は、行番号と同様に余りの順に配置される。
【００６７】
　詳述すると、まず、行番号によって第０走査線Ｓ０、第２８６走査線Ｓ２８６、第３１
８走査線Ｓ３１８、第３１７走査線Ｓ３１７、第１０６走査線Ｓ１０６、第３０４走査線
Ｓ３０４、第２４７走査線Ｓ２４７、第３１３走査線Ｓ３１３、第３６走査線Ｓ３６及び
第１７７走査線Ｓ１７７の順に走査信号が供給される。そして、表２において配置された
余りの順にしたがって加重値を有するようにデータ信号が供給される。
【００６８】
　つまり、第０走査線Ｓ０に走査信号が供給されるとき、Ｄ１の加重値を有するデータ信
号（２２Ｈの発光期間）が供給される。そして、第２８６走査線Ｓ２８６に走査信号が供
給されるとき、ブランク期間の加重値を有するデータ信号（３９５Ｈの発光期間）が供給
される。同様に、第３１８走査線Ｓ３１８、第３１７走査線Ｓ３１７、第１０６走査線Ｓ
１０６、第３０４走査線Ｓ３０４、第２４７走査線Ｓ２４７、第３１３走査線Ｓ３１３、
第３６走査線Ｓ３６及び第１７７走査線Ｓ１７７の順に走査信号が供給されるとき、Ｄ０
、Ｄ２、Ｄ６、Ｄ４、Ｄ７－１、Ｄ３、Ｄ５、Ｄ７－２の加重値を有するデータ信号が供
給される。
【００６９】
　一方、行番号の走査線に走査信号が供給された後、行番号の数は１つずつ増加する。す
ると、行番号は、１→２８７→３１９→３１８→１０７→３０５→２４８→３１４→３７
→１７８の順に配置される。一方、行番号が増加して３２０を越える場合には、０にリセ
ットされる。実質的に、本発明では、このような過程を走査線の数だけ繰り返しながら所
定階調の映像を表示する。
【００７０】
　一方、本発明において、１フレームの期間の間、データビット（またはサブフレームの
加重値）は、多様な形態で配置することができる。例えば、表３のように、１フレームの
データ加重値を配置することができる。
【００７１】
【表３】

【００７２】
　表３でも、擬似輪郭ノイズを減らすために、ＭＳＢビットを２つのサブフレームに分割
して駆動する。
【００７３】
　これを詳述すると、１２７階調を表現する場合、Ｄ６、Ｄ４、Ｄ３、Ｄ２、Ｄ１、Ｄ５
ビットが発光し、１２８階調を表現する場合、Ｄ７－１及びＤ７－２のビットが発光する
。図９に示すように、１２７階調を表現する「Ａ」部分を観察し、隣接していて１２８階
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調を表現する「Ｂ」部分を観察するとき、目視では約１２８階調として認識される。また
、１２８階調を表現する「Ｃ」部分を観察し、隣接していて１２７階調を表現する「Ｄ」
部分を観察するとき、目視では約１２７階調として認識される。すなわち、本発明では、
ＭＳＢビットを２つのサブフレームに分割して駆動することにより、擬似輪郭ノイズを最
小化することができる。
【００７４】
　上記発明の詳細な説明と図面は、単に本発明の例示的なものであって、これは、単に本
発明を説明するための目的として使用されたものであり、意味限定や特許請求の範囲に記
載された本発明の範囲を制限するために使用されたものではない。そのため、以上の内容
に基づいて、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修正が
可能であることが分かる。したがって、本発明の技術的な保護範囲は、明細書の詳細な説
明に記載された内容に限定されるのではなく、特許請求の範囲によって定められなければ
ならない。
【図面の簡単な説明】
【００７５】
【図１】一般的な有機電界発光表示装置における画素の構成を示す回路図である。
【図２】本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の構成を示す図である。
【図３】本発明の実施例に係る有機電界発光表示装置の１フレームを概略的に示す図であ
る。
【図４】デジタル駆動時に擬似輪郭ノイズが発生する過程を説明するための図である。
【図５】データが５ビットの場合における本発明の第２実施例に係る有機電界発光表示装
置の１フレームを示す図である。
【図６】図５における走査信号が供給される順序である行番号を示す図である。
【図７】データが８ビットの場合における本発明の第２実施例に係る有機電界発光表示装
置の１フレームを示す図である。
【図８】図７における走査信号が供給される順序である行番号を示す図である。
【図９】データのＭＳＢビットを分割し、駆動時に擬似輪郭ノイズを最小化する過程を説
明するための図である。
【符号の説明】
【００７６】
 ２　画素回路　
 ４、４０　画素
 １０　走査駆動部
 ２０　データ駆動部
 ３０　画素部
 ５０　タイミング制御部
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